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第
十
八
回
と
な
る
北
い
ぶ
き
農
業
協

同
組
合
通
常
総
代
会
が
四
月
九
日
、
本

所
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
為
、
総
代
の
方
に
農
事
組
合
別
懇

談
会
に
て
、
書
面
議
決
で
の
対
応
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
日
の
出
席

者
数
は
、
総
代
会
日
現
在
二
四
九
名
の

総
代
に
対
し
て
、
本
人
出
席
が
十
名
、

代
理
人
出
席
が
一
名
、
書
面
議
決
者
が

二
三
四
名
で
（
出
席
率
は
九
八
％
）
定

刻
の
午
後
一
時
三
十
分
に
開
会
致
し
ま

し
た
。

　

先
人
の
功
績
を
偲
び
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
篠
田
組
合
長
の
開
会
挨
拶
が
述
べ

ら
れ
、
そ
の
後
、
議
長
に
は
森
和
則
氏

（
妹
背
牛
地
区
）
を
選
出
し
議
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
決
議
事
項
と
し
て
、
主
食
用
米

の
産
地
と
し
て
水
田
水
張
面
積
を
維
持

し
、
米
の
一
元
集
荷
を
目
指
す
為
の
集

荷
奨
励
対
策
の
実
施
、
ケ
イ
酸
質
資
材

に
対
す
る
助
成
事
業
の
取
り
組
み
を
始

め
、
令
和
三
年
度
の
事
業
計
画
、
第
七

次
地
域
農
業
振
興
計
画
及
び
農
協
中
期

経
営
計
画
等
、
予
定
し
て
い
た
全
議
案

が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

各農事組合の代表を中心に出席者を受付
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昨
年
度
の
営
農
を
振
り
返
り
ま
す
と

基
幹
の
米
で
は
北
空
知
地
区
の
作
況
指

数
が
「
一
〇
七
」
と
な
り
、
組
合
員
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
六
二
万
俵
を
超

え
る
集
荷
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
組

合
員
皆
様
の
ご
協
力
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
他
畑
作
物
、
施
設
園
芸
作
物
含

め
販
売
支
払
金
額
に
つ
い
て
は
、
当

初
、
北
い
ぶ
き
農
協
が
大
同
団
結
を

し
た
際
、「
一
〇
〇
億
円
を
目
指
そ
う
」

と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
お
り

ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
販
売
支
払
高

一
一
六
億
円
を
超
え
る
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

　

決
算
に
つ
い
て
、
販
売
事
業
、
購
買

事
業
、
金
融
共
済
事
業
に
お
い
て
、
組

合
員
の
皆
様
の
盛
ん
な
る
ご
利
用
、
地

域
の
住
民
の
皆
様
方
の
ご
利
用
が
あ

り
、
税
引
き
前
の
当
期
利
益
と
し
て
約

四
億
一
千
万
円
の
利
益
を
積
み
上
げ
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
振
興
計
画
及
び
農
協
中
期

経
営
計
画
で
は
基
幹
で
あ
る
米
の
品
質

の
さ
ら
な
る
底
上
げ
を
目
指
し
、
幼
穂

形
成
期
に
お
け
る
ケ
イ
酸
質
資
材
の
追

肥
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
良
品

質
米
栽
培
助
成
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

北
い
ぶ
き
産
米
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取

り
組
み
、
主
食
米
に
よ
る
評
価
と
、
全

国
で
北
海
道
米
の
主
産
地
で
あ
る
北
い

ぶ
き
農
協
の
名
声
を
今
一
歩
知
っ
て
頂

き
た
い
と
い
う
大
い
な
る
望
み
が
あ
り

ま
す
。

　

事
業
分
量
配
当
金
、
出
資
配
当
金
を

あ
わ
せ
て
約
一
億
円
強
を
ご
利
用
頂
い

た
組
合
員
皆
様
に
お
返
し
す
る
こ
と

で
、
剰
余
金
処
分
案
を
ご
提
案
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

ご
利
用
頂
き
ま
し
た
組
合
員
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

篠
田
組
合
長 

挨
拶
の
あ
ら
ま
し

JA篠田組合長による挨拶

議長を務めた森さん

監査報告をする戸田代表監事
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当
組
合
名
誉
組
合
員
で
あ
り
、
秩
父

別
町
名
誉
町
民
で
あ
る
大
西
章
允
さ
ん

（
八
十
一
歳
）
が
去
る
四
月
二
十
六
日

に
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

四
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
に
か

け
、
故
大
西
章
允
さ
ん
の
葬
儀
が
Ｊ
Ａ

北
い
ぶ
き
本
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て
秩

父
別
町
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
、
北
新
町
内

会
の
合
同
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

故
大
西
氏
は
、
昭
和
五
十
二
年
に

三
十
七
歳
の
若
さ
で
秩
父
別
農
業
協
同

組
合
監
事
に
就
任
さ
れ
平
成
十
年
か
ら

は
秩
父
別
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
に
は
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

の
基
盤
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
妹
背
牛
・
Ｊ
Ａ

ち
っ
ぷ
べ
つ
・
Ｊ
Ａ
ぬ
ま
た
の
合
併
に

係
る
北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
設
立
委

員
会
の
副
委
員
長
に
就
任
。
平
成
十
五

年
に
北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
が
発
足

さ
れ
る
と
同
時
に
、
代
表
理
事
副
組
合

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
平
成
十
九
年
北
い
ぶ
き

農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
に
就

任
。
平
成
二
十
年
に
は
販
売
取
扱
高
が

一
〇
九
億
円
を
超
え
、
合
併
の
目
標
と

し
て
揚
げ
て
い
た
「
地
域
農
業
一
〇
〇

憶
の
展
開
」
を
組
合
員
皆
様
と
と
も
に

達
成
さ
れ
る
な
ど
、
平
成
二
十
二
年
に

退
任
さ
れ
る
ま
で
旧
秩
父
別
農
業
協
同

組
合
か
ら
通
算
八
期
二
十
一
年
間
、
地

域
農
業
の
振
興
と
農
業
経
営
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
に
は
、

永
年
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
、

名
誉
組
合
員
と
し
て
推
戴
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
大
西
氏
の
お
人
柄
と
数
々
の
ご
功

績
を
偲
び
つ
つ
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

主
な
受
賞
歴

◆
平
成
十
年
六
月

　
　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

◆
平
成
十
一
年
二
月

　
　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

◆
平
成
十
六
年
十
一
月

　
　

秩
父
別
町
表
彰
（
自
治
功
労
賞
）

◆
平
成
二
十
一
年
二
月

　
　

北
海
道
表
彰
（
産
業
貢
献
賞
）

◆
平
成
二
十
一
年
三
月

　
　

北
海
道
農
業
協
同
組
合功

労
者
表
彰

◆
平
成
二
十
二
年
三
月

　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
　
　
　
　
　
　
　

功
労
表
彰（
緑
綬
）

◆
平
成
二
十
二
年
六
月

　
　

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
誉
組
合
員
）

◆
平
成
二
十
六
年
五
月

　
　

秩
父
別
町
名
誉
町
民

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
名
誉
組
合
員

大
西
章
允
さ
ん
が
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た

弔辞を読み上げるJA篠田組合長
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三
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
に
秩
父

別
・
妹
背
牛
・
沼
田
各
地
区
で
農
事
組

合
別
に
組
合
員
と
の
懇
談
会
、
秩
父
別

本
所
に
て
女
性
部
三
支
部
合
同
で
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
四
月
九
日
開
催
の
第

十
八
回
通
常
総
代
会
に
係
わ
る
事
項
、

第
七
次
地
域
農
業
振
興
計
画
並
び
に
第

七
次
農
協
中
期
経
営
計
画
に
つ
い
て
、

ま
た
、
う
る
ち
米
を
巡
る
情
勢
や
各
奨

励
対
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
説
明
・

報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
質
問
、
ご
要
望
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
基
に
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事

業
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
役
職
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

春
期 

農
事
組
合
別
組
合
員
・

女
性
部
と
の
懇
談
会

JA黒田専務 JA篠田組合長

秩父別地区 女性部

沼田地区 妹背牛地区
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Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
内
で
は
四
月
の
第

三
週
頃
を
ピ
ー
ク
に
水
稲
の
播
種
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
と
比
べ
積
雪
が
多
か
っ

た
も
の
の
、
三
月
下
旬
か
ら
続
く
好
天

が
影
響
し
、
雪
解
け
が
進
み
順
調
に
播

種
作
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

五
月
中
旬
の
田
植
え
作
業
ま
で
徹
底

し
た
育
苗
管
理
を
行
い
、
今
年
も
豊
穣

の
秋
に
向
け
て
作
業
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。 春

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た 

水
稲
播
種

加藤勇樹さん（沼田地区・沼田東部西）

山本一成さん（秩父別地区・北新）

長谷浩幸さん（妹背牛地区・妹背牛南）
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〜 THE YOUTH FACE 〜
　
小
学
校
の
頃
は
、
泥
団
子
を

作
っ
て
遊
ん
だ
り
、
ス
コ
ッ
プ

を
持
っ
て
温
床
の
泥
通
し
を

手
伝
っ
た
り
土
が
身
近
な
環
境

で
し
た
。
朝
起
き
る
と
両
親
は

す
で
に
外
で
農
作
業
を
し
て
お

り
、
夜
も
遅
く
ま
で
家
に
帰
っ

て
こ
な
い
日
常
を
見
て
、
農
家

は
忙
し
い
仕
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　
母
か
ら
は
幾
度
か
「
農
家
を

継
い
で
く
れ
た
ら
い
い
な
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
就
職
に

つ
い
て
真
面
目
に
考
え
た
と
き
、
我
が
家

の
経
営
面
積
や
そ
の
負
担
か
ら
両
親
の
手

助
け
が
必
要
だ
と
思
い
、
就
農
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。

　
農
作
業
の
効
率
化
や
農
業
機
械
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
勉
強
し
理
解
を
深
め
、
よ

り
品
質
の
良
い
美
味
し
い
お
米
を
消
費
者

の
皆
さ
ん
へ
届
け
た
い
で
す
。

　
青
年
部
に
入
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
先

輩
方
と
知
り
合
え
た
こ
と
で
、
交
流
の
場

に
誘
っ
て
い
た
だ
き
行
動
範
囲
が
広
が
っ

て
、知
り
合
い
や
話
を
聞
く
機
会
が
増
え
、

学
ぶ
こ
と
が
多
く
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
の
参
加
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
仕
事
を
覚
え
て
親
の
よ
う
に
一
人

前
に
な
る
に
は
、
何
十
年
も
か
か
る
と
思

う
の
で
、
両
親
に
は
迷
惑
を
か
け
る
と
思

い
ま
す
が
、
早
く
一
通
り
の
農
作
業
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

谷水　虹太さん
沼田・沼田西部農事組合

作付品目
水稲、大豆、そば、
ブロッコリー、麦

播種作業を行う谷水さん

農
家
を
継
ぐ
き
っ
か
け

今
後
の
農
業
へ
の
思
い

青年部沼田支部にて新人研修で先輩たちとレクレーション

青
年
部
活
動
に
つ
い
て

農
業
を
共
に
行
う
家
族
へ
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三
月
十
五
日
に
沼
田
地
区
（
農
事

別
）、
十
七
日
に
秩
父
別
地
区
、
十
九

日
に
妹
背
牛
地
区
に
て
令
和
三
年
度
第

一
回
現
地
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
春
作
業
前

の
水
稲
に
つ
い
て
圃
場
準
備
で
の
注
意

事
項
と
健
苗
育
成
の
為
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
。
麦
に
つ
い
て
は
昨
年
の
集
荷
や

越
冬
前
ま
で
の
生
育
を
振
り
返
り
、
病

害
虫
と
そ
の
対
策
方
法
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
よ
り
、
私
費
工
事
の

取
り
ま
と
め
や
農
業
後
継
者
の
従
事
実

態
調
査
、
良
品
質
米
栽
培
助
成
事
業
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ご
報
告
・
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

四
月
六
日
、
深
川
市
役
所
に
て
令
和

三
年
度
学
校
給
食
米
贈
呈
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
・
Ｊ
Ａ

き
た
そ
ら
ち
で
構
成
さ
れ
る
北
空
知
広

域
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
会
長
：
篠

田
雅
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
組
合
長
）
は
、
北

空
知
圏
学
校
給
食
組
合
（
組
合
長
：
山

下
貴
史
深
川
市
長
）
へ
、
学
校
給
食
用

と
し
て
北
空
知
産
の
な
な
つ
ぼ
し
約
二

か
月
分
を
寄
贈
。　

　

平
成
二
十
七
年
か
ら
続
く
こ
の
取
り

組
み
は
、
地
産
地
消
や
食
育
、
給
食
費

の
負
担
減
を
目
的
と
し
て
お
り
、
山
下

市
長
よ
り
「
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
お
米

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
寄
贈
頂

い
た
お
米
は
、
こ
ど
も
た
ち
の
体
を
作

る
重
要
な
主
食
で
あ
り
、
お
い
し
い
給

食
を
作
る
こ
と
で
、
こ
ど
も
た
ち
の
成

長
に
繋
げ
ま
す
」
と
、
篠
田
会
長
と
柏

木
会
長
代
理
（
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
組
合

長
）へ
感
謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
で
行
わ
れ
た
会
談

で
は
、「
お
米
の
ほ
か
に
北
空
知
産
の

蔬
菜
類
で
デ
ザ
ー
ト
を
給
食
で
出
せ
な

い
だ
ろ
う
か
」、
ま
た
食
育
と
は
別
に

「
花
卉
を
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
か
」

と
広
域
連
と
し
て
の
活
動
案
に
つ
い
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

沼田地区 妹背牛地区

左からJAきたそらち柏木組合長、山下深川市長、JA北いぶき篠田組合長

第
一
回
現
地
研
修
会秩父別地区

令
和
三
年
度  

北
空
知
広
域
連

学
校
給
食
用
米
贈
呈
式
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三
月
十
日
、
大
豆
生
産
組
合
（
加
藤

学
組
合
長
）
は
、
栽
培
講
習
会
並
び
に

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

栽
培
講
習
会
で
は
、
ま
ず
普
及
セ
ン

タ
ー
よ
り
気
象
経
過
を
基
に
令
和
二
年

度
と
令
和
元
年
度
を
比
較
し
、
収
量
が

増
加
し
た
要
因
に
つ
い
て
解
説
。
ま

た
、
良
質
な
大
豆
栽
培
の
為
に
防
除
等

の
各
作
業
に
お
け
る
注
意
点
を
挙
げ
ま

し
た
。
さ
ら
に
除
草
剤
「
ザ
ク
サ
」
を

販
売
す
る
Ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ 

Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ａ 

フ
ァ
ル
マ
株
式
会
社
の
担
当
職
員
の
方

を
講
師
に
、
乗
用
管
理
機
と
液
剤
を
使

用
し
た
効
果
的
な
畦
間
除
草
に
つ
い
て

講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
令
和
二
年
産
大
豆

優
良
表
彰
を
行
い
、
作
付
面
積
別
で

一
〇
ａ
収
量
五
俵
以
上
と
し
て
高
橋
成

明
さ
ん
（
妹
背
牛
）、藤
岡
誠
さ
ん
（
秩

父
別
）、
込
山
英
毅
さ
ん
（
沼
田
）、
植

田
辰
徳
さ
ん
（
秩
父
別
）、
浦
田
忠
さ

ん
（
沼
田
）、有
限
会
社
加
藤
農
場
（
妹

背
牛
）、
伊
林
幸
男
さ
ん
（
妹
背
牛
）、

越
智
聡
さ
ん
（
沼
田
）
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　

議
事
で
は
、
加
藤
組
合
長
が
議
長
を

務
め
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

三
月
十
二
日
、
北
い
ぶ
き
花
卉
蔬
菜

振
興
協
議
会
（
松
永
徹
会
長
）
は
、
本

所
中
会
議
室
に
て
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

松
永
会
長
挨
拶
後
、
議
事
で
は
、
令

和
二
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
・
監
査
報
告
に
つ
い
て
、
令
和
三
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
〈
案
〉

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
後
、
今
後
の
花
卉
蔬
菜
振
興
協

議
会
の
活
動
と
し
て
、「
各
町
の
花
卉

蔬
菜
振
興
協
議
会
と
各
生
産
部
会
の
協

力
に
よ
っ
て
こ
ど
も
園
へ
の
食
材
の
提

供
を
行
い
た
い
」
と
松
永
会
長
よ
り
提

案
さ
れ
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
と
実
現
に

向
け
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

表彰では加藤組合長より賞状をお渡しさせて頂きました

大
豆
生
産
組
合 

通
常
総
会
・
栽
培
講
習
会

畦間の効率的な除草について講習

北
い
ぶ
き
花
卉
蔬
菜
振
興
協
議
会  

通
常
総
会

松永会長
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ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合
（
谷
水
敏

和
組
合
長
）
は
、
三
月
十
七
日
に
秩
父

別
地
区
、
十
八
日
に
沼
田
地
区
に
て
栽

培
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
中
央
農
業

試
験
場
病
虫
部
よ
り
担
当
職
員
の
方
を

講
師
に
迎
え
、
黒
す
す
病
や
花
蕾
腐
敗

病
の
道
内
で
の
発
生
状
況
調
査
結
果
を

基
に
、
発
生
原
因
と
そ
の
抑
制
対
策
に

つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
普

及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
気
象
デ
ー
タ
か

ら
秩
父
別
町
・
妹
背
牛
町
・
沼
田
町
で

の
特
徴
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
適
し
た
肥
料
・
農
薬
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
月
十
二
日
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
Ｊ

Ａ
北
い
ぶ
き
管
内
の
蔬
菜
類
を
担
当
さ

れ
て
い
る
志
和
専
主
を
講
師
に
お
招
き

し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
施
肥
・
防
除
を
見
直
そ

う
」
と
い
う
こ
と
で
、
春
作
業
前
に
改

め
て
、
特
別
栽
培
農
産
物
と
し
て
の
ミ

ニ
ト
マ
ト
に
対
す
る
施
肥
・
農
薬
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
学
び
ま
し
た
。
有
機

質
肥
料
や
リ
ン
酸
・
加
里
の
上
手
な
活

用
方
法
を
生
産
者
の
方
々
へ
紹
介
し
ま

し
た
。

沼田地区 秩父別地区

蔬
菜
類
生
産
組
合  

ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
講
習
会

眞島組合長

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合 

栽
培
講
習
会
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四
月
五
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
本
所
に

て
北
空
知
農
業
後
継
者
育
成
支
援
協
議

会
（
佐
藤
忠
美
会
長
）
が
主
催
の
「
北

育
ち
元
気
塾
」
令
和
三
年
度
開
講
式
並

び
に
第
一
回
研
修
会
を
開
催
。
佐
藤
会

長
の
挨
拶
で
は
、
塾
生
へ
向
け
「
元
気

塾
を
利
用
し
、
様
々
な
地
域
の
農
業
情

報
に
触
れ
、
学
び
、
将
来
の
み
な
さ
ん

の
経
営
に
結
び
付
け
る
機
会
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。
第
十
期
と
な
る
塾
生
に
つ
き
ま
し

て
は
、
北
い
ぶ
き
管
内
か
ら
は
昨
年
か

ら
の
継
続
四
名
、
新
規
四
名
の
計
八
名

が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
研
修
会
で
は
、
北
海
道
指
導

農
業
士
で
あ
る
佐
藤
忠
美
会
長
（
妹
背

牛
地
区
・
妹
背
牛
北
）
を
講
師
に
、「
令

和
水
田
農
業
働
き
方
改
革
」
と
し
て
、

自
身
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
水
稲
直
播
栽

培
に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。

第
一
回
理
事
会
（
三
月
十
二
日
付
）

【
報
告
事
項
】

監
事
会

○
令
和
三
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い

て
管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
度
単
体
自
己
資
本
比
率
に

つ
い
て

○
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
に
つ
い

て
○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
定
期
報
告
に
つ

い
て

○
総
代
選
挙
日
程
へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
定
期
人
事
異
動
に
つ
い
て

○
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
度
職
員
の
採
用
計
画
に
つ

い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○
貯
金
窓
口
各
種
取
扱
手
数
料
の
新
規

設
定
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
二
年
度
良
質
・
良
食
味
米
栽
培

実
証
圃
事
業
結
果
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
産
米
集
荷
奨
励
対
策
に
つ

い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
一
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

随
時
監
査
（
資
産
自
己
査
定
・
減
損

会
計
）
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
二
年
度
資
産
自
己
査
定
結
果
に

つ
い
て

議
案
第
三
号

　

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

共
済
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

労
働
保
険
事
務
組
合
事
務
処
理
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　

道
常
例
検
査
に
係
る
回
答
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

　

改
正
農
協
法
の
施
行
に
伴
う
役
員
賠

償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

　

令
和
二
年
度
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｊ

理
事
会
報
告

令
和
三
年
度 

北
育
ち
元
気
塾

開
講
式
・
第
一
回
研
修
会

令和３年度の塾生の皆さん

佐藤会長
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Ａ
グ
ル
ー
プ
支
援
募
金
に
つ
い
て　

議
案
第
十
号

　

第
十
八
回
通
常
総
代
会
の
開
催
日
時

に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　

第
十
八
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に

つ
い
て

議
案
第
十
二
号

　

余
裕
金
の
預
入
先
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号

　

余
裕
金
運
用
に
か
か
る
リ
ス
ク
管
理

手
続
き
に
定
め
る
年
次
運
用
方
針
に

つ
い
て

議
案
第
十
四
号

　

借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ

い
て

議
案
第
十
五
号

　

外
部
出
資
先
に
対
す
る
信
用
供
与
等

の
限
度
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
六
号

　

令
和
三
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計

画
に
つ
い
て

議
案
第
十
七
号

　

定
款
第
五
十
五
条
第
一
項
第
九
号
、

第
十
号
、
第
十
一
号
に
定
め
る
信
用

供
与
等
の
限
度
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
八
号

　

理
事
者
に
対
す
る
貯
金
担
保
貸
付
・

共
済
担
保
貸
付
の
具
体
的
包
括
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
十
九
号

　

販
売
手
数
料
お
よ
び
施
設
利
用
料
の

設
定
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
号

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
一
号

　

出
資
金
の
譲
渡
、
並
び
に
減
口
に
つ

い
て

第
二
回
理
事
会
（
三
月
十
九
日
付
）

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
職
制
規
程
（
機
構
図
・
業
務
分
掌
表
・

職
務
権
限
表
）
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
○
令
和
二
年
度
農
協
資
格
認
定
試
験
合

格
者
に
つ
い
て

○
職
員
の
給
与
改
正
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
三
年
度
北
い
ぶ
き
女
性
部
の
本

部
新
役
員
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
産
米
「
生
産
の
目
安
」
の

取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
二
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

定
款
第
五
十
五
条
第
一
項
第
十
二
号

に
定
め
る
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に

つ
い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
二
年
度
会
計
監
査
人
（
み
の
り

監
査
法
人
）
か
ら
の
監
査
結
果
に
つ

い
て

議
案
第
三
号

　

令
和
二
年
度
決
算
に
係
る
監
事
監
査

報
告
書
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

令
和
二
年
度
（
第
十
八
事
業
年
度
）

貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
注
記

表
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

令
和
二
年
度
（
第
十
八
事
業
年
度
）

事
業
報
告
・
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い

て
議
案
第
六
号

　

令
和
三
年
度
（
第
十
九
事
業
年
度
）

事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　

第
七
次
地
域
農
業
振
興
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

議
案
第
八
号

　

第
七
次
農
協
中
期
経
営
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

議
案
第
九
号

　

定
款
第
五
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に

定
め
る
総
代
会
召
集
通
知
書
並
び
に

議
決
権
行
使
書
面
、
並
び
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
第

十
八
回
通
常
総
代
会
の
開
催
要
領
に

つ
い
て

議
案
第
十
号

　

行
政
庁
に
対
す
る
業
務
報
告
書
の
提

出
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　

職
員
就
業
規
則
、
並
び
に
準
職
員
就

業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
規
程
、
並

び
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
要
領

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号

　

リ
ス
ク
評
価
書
に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号

　

出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
春
期
農
事
組
合
別
組
合
員
・
女
性
部

と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会
〈
四
月
九
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
中
谷
雄
二
上
席
理
事
兼
妹
背
牛
地
区

代
表
理
事
か
ら
の
辞
任
届
け
に
つ
い
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て
【
協
議
事
項
】

○
理
事
の
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
任
へ
の

対
応
方
針
に
つ
い
て

○
理
事
の
欠
員
に
伴
う
上
席
理
事
兼
妹

背
牛
地
区
代
表
理
事
へ
の
対
応
に
つ

い
て

○
令
和
三
年
度
理
事
の
報
酬
配
分
に
つ

い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

理
事
の
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
任
へ
の

対
応
方
針
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

上
席
理
事
兼
妹
背
牛
地
区
代
表
理
事

の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

理
事
の
報
酬
配
分
と
支
給
方
法
に
つ

い
て

臨
時
理
事
会
〈
四
月
二
十
七
日
付
〉

【
協
議
事
項
】

○
名
誉
組
合
員　

大
西
章
允
様
ご
逝
去

に
伴
う
Ｊ
Ａ
の
対
応
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

名
誉
組
合
員　

大
西
章
允
様
ご
逝
去

に
伴
う
Ｊ
Ａ
の
対
応
に
つ
い
て

第
三
回
理
事
会
（
四
月
三
十
日
付
）

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
準
職
員
の
賃
金
改
定
（
令
和
三
年
四

月
基
準
）
に
つ
い
て

○
ポ
イ
ン
ト
制
に
よ
る
年
末
手
当
支
給

基
準
要
綱
の
設
定
に
つ
い
て

○
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施
に
つ
い
て

○
新
採
用
職
員
の
農
家
実
習
に
つ
い
て

○
地
区
別
農
事
組
合
別
組
合
員
・
女
性

部
と
の
懇
談
会
に
係
る
意
見
要
望
に

つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○
特
定
組
合
員
面
談
等
に
お
け
る
状
況

報
告
に
つ
い
て

○
地
区
別
組
合
員　

階
層
区
分
資
料
に

つ
い
て

○
令
和
三
年
度
長
期
共
済
一
斉
推
進
要

綱
の
制
定
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
良
品
質
米
栽
培
助
成

事
業
実
施
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
三
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

妹
背
牛
町
へ
の
寄
附
採
納
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
二
年
度
信
用
事
業
並
び
に
財
務

状
況
に
関
す
る
説
明
資
料
（
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
）
の
作
成
及
び
縦

覧
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

妹
背
牛
町
農
業
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
議
案
第
四
号

　

規
程
類
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
五
号

　

令
和
三
年
産
米
の
出
荷
契
約
金
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

固
定
資
産
の
取
得
並
び
に
処
分
に
つ

い
て

議
案
第
七
号

　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

　

Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
等
と
の
連
携

及
び
協
働
に
係
る
方
針
の
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
九
号

　

共
済
規
程
改
正
に
伴
う
変
更
理
由
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
号

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
付
け

の
承
認
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
令
和
三
年
産
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
米
取
扱

方
針
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
産
大
豆
出
荷
契
約
、
並
び

に
令
和
三
年
産
そ
ば
出
荷
契
約
及
び

施
設
利
用
申
込
に
つ
い
て
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当
Ｊ
Ａ
で
は
環
境
省
が
推
進
す
る
地

球
温
暖
化
防
止
策
及
び
節
電
の
取
り
組

み
に
賛
同
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
の

た
め
、「
夏
の
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）」

と
「
事
務
所
弱
冷
房
化
」
を
例
年
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
実
施
に
あ
た
り
、
各
事
務
所

な
ど
に
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
て
い
る

旨
の
掲
示
を
致
し
ま
す
が
、
職
場
内
の

男
性
職
員
は
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上

着
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

広
報
誌
三
月
号
十
三
ペ
ー
ジ
内
「
青

年
部
妹
背
牛
支
部
通
常
総
会
」
記
事
に

つ
き
ま
し
て
、
役
員
新
体
制
の
紹
介
で

お
名
前
を
誤
っ
て
記
載
し
て
お
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

訂
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

〈
誤
〉

理　
　

事　

寺
崎　

裕
基（
妹
背
牛
南
）

〈
正
〉

理
　
　
事
　
杉
原
　
裕
基（
妹
背
牛
南
）

ク
ー
ル
ビ
ズ
・

事
務
所
弱
冷
房
化
実
施

お
詫
び
と
訂
正

JAグループ北海道

ＪＡグループ北海道は、北海道コンサドーレ札幌の食農パートナーです

北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道が取り組む
食育・社会貢献活動を道内外に広く認知頂き発展を目指すことを目的として

活動のシンボルマークを募集します。

令和3年4月1日（木）～ 6月25日（金）
応募期間

プロ・アマ・年齢を問わず、どなたでも何点でも応募できます。

応募資格

○お問い合わせ先
北海道農業協同組合中央会 総合管理室 共通広報
電話：011－232－6450
E-mail：kouhou@chuo.ja-hokkaido.gr.jp

最優秀賞 1点
シンボルマークとして採用
農畜産物セット 5万円分
北海道コンサドーレ札幌

ホームゲーム来賓席チケット・グッズ

表 彰 優秀賞 2点
農畜産物セット 3万円分
北海道コンサドーレ札幌
ホームゲーム来賓席チケット

※詳細はＪＡグループ北海道ポータルサイト
をご確認ください。
https://ja-dosanko.jp/

北海道コンサドーレ札幌

14



　

三
月
五
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部

秩
父
別
支
部
（
戸
村
支
部
長
）
は
、
タ

オ
ル
と
リ
ン
グ
プ
ル
の
寄
贈
を
行
い
ま

し
た
。毎
年
部
員
へ
呼
び
か
け
て
お
り
、

今
年
度
は
一
八
〇
枚
の
タ
オ
ル
が
集
ま

り
ま
し
た
。
配
布
先
は
町
内
の
認
定
こ

ど
も
園
く
る
み
、
小
学
校
、
中
学
校
、

和
敬
園
、
教
育
委
員
会
へ
、
そ
れ
ぞ
れ

へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
様
に
部
員
よ
り
収
集
し
た

リ
ン
グ
プ
ル
約
九
㎏
を
中
学
校
へ
寄
贈

し
ま
し
た
。
小
学
校
に
お
伺
い
し
た
際

に
、「
今
は
家
庭
か
ら
ぞ
う
き
ん
を
持
っ

て
き
て
も
ら
う
こ
と
を
し
て
い
な
い
た

め
、
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
校
長
先
生

か
ら
お
礼
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
三
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

秩
父
別
支
部
（
西
谷
あ
ゆ
美
会
長
）
は
、

メ
ロ
ン
生
産
組
合
（
松
永
徹
組
合
長
）

の
協
力
に
よ
り
メ
ロ
ン
定
植
体
験
を
開

催
し
、
会
員
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。　

メ
ロ
ン
生
産
組
合
組
合
長
の
松
永
徹
さ

ん
（
秩
父
別
地
区
・
北
新
）
の
圃
場
で

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
植
作
業
で
は
、
メ
ロ
ン
生
産
組
合

監
事
の
堀
直
美
さ
ん
（
沼
田
地
区
・
沼

田
東
部
西
）も
補
助
と
し
て
参
加
さ
れ
、

植
え
る
際
の
葉
の
向
き
や
被
せ
る
土
の

量
な
ど
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
松
永
さ
ん
自
身
が
感
じ
て
い

る
メ
ロ
ン
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
や
注
意
事

項
、
水
稲
と
両
立
の
為
の
栽
培
管
理
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
解
説
頂
き
、「
今
回

の
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
メ
ロ
ン
栽
培

に
興
味
を
持
っ
た
方
が
い
れ
ば
、
生
産

組
合
と
し
て
喜
ん
で
協
力
し
ま
す
」と
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
お
声
が
け
を
頂
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
皿
敷
き
、
収
穫
を
体
験
し

な
が
ら
メ
ロ
ン
栽
培
に
触
れ
て
い
く
予

定
で
す
。

女
性
部
秩
父
別
支
部

タ
オ
ル
と
リ
ン
グ
プ
ル
寄
贈

小学校 こども園

女
性
部
秩
父
別
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

メ
ロ
ン
定
植
体
験

30℃近いハウス内での作業となりました 松永さんより定植時の注意事項を説明

15



　

三
月
十
七
日
、
妹
背
牛
町
水
稲
直
播

研
究
会
（
熊
谷
勝
会
長
）
は
栽
培
講
習

会
並
び
に
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

栽
培
講
習
会
で
は
、熊
谷
会
長
よ
り
、

「
令
和
二
年
度
は
「
え
み
ま
る
」
の
作

付
け
に
挑
戦
し
た
方
が
多
か
っ
た
が
、

同
じ
直
播
品
種
「
ほ
し
ま
る
」
の
作

付
経
験
を
基
に
管
理
し
た
こ
と
で
、
倒

伏
が
多
く
み
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、「
え
み
ま
る
」
独
自
の
栽
培
管
理

を
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。　

　

そ
の
後
、
妹
背
牛
町
農
業
技
術
指
導

員
佐
藤
技
師
、
普
及
セ
ン
タ
ー 

担
当

職
員
、
上
川
農
業
試
験
場 

担
当
職
員

の
方
々
が
講
師
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
え
み
ま
る
」
栽
培
に
関
す
る
調
査
結

果
を
基
に
解
説
し
、
安
定
的
な
生
産
に

向
け
た
栽
培
管
理
を
学
び
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
妹
背
牛
町
水
稲
直

播
研
究
会
の
ほ
か
、
た
こ
足
機
械
利
用

組
合
に
つ
い
て
も
事
業
報
告
か
ら
次
年

度
予
算
（
案
）
ま
で
議
案
が
あ
り
、
全

て
の
議
事
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

三
月
二
十
六
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
妹

背
牛
年
金
友
の
会
（
斉
藤
友
吉
会
長
）

は
妹
背
牛
町
民
会
館
に
て
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
斉
藤
会

長
よ
り
指
名
さ
れ
た
古
屋
和
幸
さ
ん
が

議
長
を
務
め
、
令
和
二
年
度
の
事
業
報

告
や
令
和
三
年
度
の
計
画
（
案
）
な
ど
、

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

会　

長　

山
下　
　

豊

　

副
会
長　

森
口　

敬
子

　

副
会
長　

星
野　

繋
義

　

監　

事　

上
西　

孝
行

　

監　

事　

坂
井　

哲
夫

（
敬
称
略
）

熊谷会長

新役員の皆さん

妹
背
牛
町
水
稲
直
播
研
究
会

栽
培
講
習
会
・
通
常
総
会
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
妹
背
牛
年
金
友
の
会   

通
常
総
会
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退
職
に
あ
た
り
、
一
言
お
礼
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
を
定
年
退

職
致
し
ま
し
た
。
顧
み
ま
す
と
、
昭

和
五
十
四
年
に
旧
沼
田
町
農
業
協
同
組

合
に
奉
職
以
来
、
四
十
二
年
の
永
き
に

亘
り
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
役

職
員
及
び
地
域
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
厚

情
、
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
定
年
退
職
を
も
っ
て
一
つ
の
区

切
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
今
後
は

当
組
合
の
ご
配
慮
に
よ
り
ま
し
て
再
雇

用
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
と
役
職
員
皆
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と

ご
多
幸
、
そ
し
て
北
い
ぶ
き
農
業
協
同

組
合
の
限
り
な
い
発
展
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
職
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
大
変
永
い
間
お
世

話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和3年度 新採用職員紹介

浅田　優奈
共済事業部共済課

共済課を担当させていただきます。これ
からお客様と接する機会が多くなるので、
明るい挨拶と優しい笑顔を常に心掛けて
おります。精一杯頑張りますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

退
職
の
ご
挨
拶

沼
田
支
所
長

白
峰
盛
富

岩谷　　陸
米穀農産事業部米穀農産課

趣味は釣りをすることです。自分で釣りを
するスポットを探しながら、その場で釣った
魚を調理して食べています。
ＪＡ職員として働きはじめ、覚えることが多
いですが一つ一つ時間を有効活用しなが
ら、覚え、早く組合員の方々に貢献できる
ような職員になりたいと思います。

小嶋　海斗
妹背牛支所融資経済課

好きなスポーツは、高校時代からやってい
るバドミントンです。趣味は、筋トレです。
１日でも早く仕事を覚えて、自分の得意な
笑顔でお客様のお役に立てるよう精一杯頑
張りますので、よろしくお願いいたします。

坂井　裕紀
沼田支所生産資材課

趣味は卓球です。一つ一つの仕事を確実に
覚えて、日々の仕事に取り組んでいきたい
と思います。よろしくお願いします。

蓑口　健吾
秩父別支所花卉蔬菜課

令和２年度より秩父別支所花卉蔬菜課に
て準職員として勤めておりましたが、改め
ましてこの度、新採用職員として同課への
配属となりました。これからも組合員の
皆様へ貢献できるよう努めて参りますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
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□
退
職
〈
三
月
三
十
一
日
付
〉

　

白
峰　

盛
富

　
　
（
沼
田
支
所
長
）

　

佐
藤　

一
生

（
生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課

生
産
資
材
係
）

□
異
動
〈
四
月
一
日
付
〉

　

今
井　

信
一

沼
田
支
所
長
兼
花
卉
蔬
菜
事
業

部
花
卉
蔬
菜
課
長
兼
花
卉
蔬
菜

係
長
（
営
農
対
策
室
長
兼
同
室
営

農
対
策
課
長
兼
沼
田
支
所
融
資

経
済
課
長
）

　

橋
本　

章
徳

秩
父
別
支
所
長
兼
営
農
販
売
事

業
本
部
花
卉
蔬
菜
事
業
部
長
（
秩

父
別
支
所
長
兼
営
農
販
売
事
業

本
部
花
卉
蔬
菜
事
業
部
長
兼
秩

父
別
支
所
営
農
推
進
課
長
）

　

鬼
頭　
　

広

生
産
資
材
事
業
部
次
長
（
生
産
資

材
事
業
部
次
長
兼
生
産
資
材
課

長
）

　

藤
原　

由
子

金
融
事
業
部
融
資
経
済
課
長
（
妹

背
牛
支
所
融
資
経
済
課
長
）

　

澤
田　

和
博

営
農
推
進
事
業
部
営
農
推
進
課

長
（
営
農
推
進
事
業
部
営
農
推
進

課
長
兼
営
農
推
進
係
長
）

　

遠
藤　

祐
介

米
穀
農
産
事
業
部
米
穀
農
産
課

長
（
妹
背
牛
支
所
米
穀
農
産
課

長
）

　

村
上　

貴
人

生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課

長
（
生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材

課
生
産
資
材
係
長
）

　

秋
山　
　

悟

秩
父
別
支
所
営
農
推
進
課
長
（
秩

父
別
支
所
営
農
推
進
課
営
農
推

進
係
長
）

　

佐
藤　

裕
輔

沼
田
支
所
融
資
経
済
課
長
（
沼
田

支
所
融
資
経
済
課
融
資
経
済
係

長
）

　

荒
木　

真
人

妹
背
牛
支
所
融
資
経
済
課
長
（
妹

背
牛
支
所
融
資
経
済
課
融
資
経

済
係
長
）

　

瀬
川　

貴
之

妹
背
牛
支
所
米
穀
農
産
課
長
（
米

穀
農
産
事
業
部
米
穀
農
産
課
長
）

　

辻　
　

公
彦

生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課

長
補
佐
兼
生
産
資
材
係
長
（
秩
父

別
支
所
農
機
車
輌
課
長
）

　

河
嶋　
　

学

金
融
事
業
部
貯
金
課
貯
金
係
長

（
米
穀
農
産
事
業
部
米
穀
農
産
課

米
穀
農
産
係
長
）

　

小
本　

拓
巳

共
済
事
業
部
共
済
課
共
済
係
長

（
妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課
共
済

係
長
）

　

菅
原　

秀
太

営
農
推
進
事
業
部
営
農
推
進
課

営
農
推
進
係
長
（
営
農
推
進
事
業

部
営
農
推
進
課
営
農
推
進
係
）

　

福
原　

博
志

米
穀
農
産
事
業
部
米
穀
農
産
課

米
穀
農
産
係
長
（
秩
父
別
支
所
営

農
推
進
課
営
農
推
進
係
）

　

小
野　

貴
文

秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
花
卉

蔬
菜
係
長
兼
同
支
所
営
農
推
進

課
営
農
推
進
係
長
（
秩
父
別
支
所

花
卉
蔬
菜
課
花
卉
蔬
菜
係
長
）

　

中
西　

勇
人

秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課
農
機

車
輌
係
長
（
沼
田
支
所
貯
金
共
済

課
共
済
係
長
）

　

宮
島　

絵
里

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
共
済
係

長
（
共
済
事
業
部
共
済
課
共
済
係

長
）

　

打
譯　

友
子

妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課
共
済

係
長
（
妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課

共
済
係
）

　

佐
々
木　

大
空

金
融
事
業
部
融
資
経
済
課
融
資

経
済
係
（
秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜

課
花
卉
蔬
菜
係
）

　

吉
光　

直
美

秩
父
別
支
所
営
農
推
進
課
営
農

推
進
係
兼
同
支
所
花
卉
蔬
菜
課

花
卉
蔬
菜
係
（
秩
父
別
支
所
営
農

推
進
課
営
農
推
進
係
）

　

梨
木　

英
理
香

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係

（
金
融
事
業
部
貯
金
課
貯
金
係
）

　

成
田　

美
祐

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係

（
秩
父
別
支
所
生
産
資
材
課
生
産

資
材
係
）

　

珍
田　

ま
る
美

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
共
済
係

（
妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課
共
済

係
）

　

遠
藤　

綾
人

沼
田
支
所
融
資
経
済
課
融
資
経

済
係
（
金
融
事
業
部
融
資
経
済
課

融
資
経
済
係
）

　

原
井　

美
優
里

妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金

係
（
沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金

係
）

　

奥
谷　

颯
紀

妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課
共
済

係
（
沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
共
済
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係
）

　

下
保　

志
織

妹
背
牛
支
所
米
穀
農
産
課
米
穀

農
産
係
兼
同
支
所
花
卉
蔬
菜
課

花
卉
蔬
菜
係
兼
同
支
所
営
農
推

進
課
営
農
推
進
係
（
妹
背
牛
支
所

米
穀
農
産
課
米
穀
農
産
係
兼
同

支
所
花
卉
蔬
菜
課
花
卉
蔬
菜
係
）

□
新
採
用
〈
四
月
一
日
付
〉

　

浅
田　

優
奈

　
　

共
済
事
業
部
共
済
課
共
済
係

　

岩
谷　
　

陸

　
　

米
穀
農
産
事
業
部
米
穀
農
産
課
米

穀
農
産
係

　

坂
井　

裕
紀

　
　

沼
田
支
所
生
産
資
材
課
生
産
資
材

係

　

小
嶋　

海
斗

　
　

妹
背
牛
支
所
融
資
経
済
課
融
資
経

済
係

　

蓑
口　

健
吾

　
　

秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
花
卉
蔬

菜
係

□
再
雇
用
　
常
勤
嘱
託〈
四
月
一
日
付
〉

　

白
峰　

盛
富

沼
田
支
所
燃
料
課
長
兼
燃
料
課

係
長
（
沼
田
支
所
長
）

□
異
動
・
雇
用
形
態
変
更
　
準
職
員

〈
四
月
一
日
付
〉

　

山
田　
　

巧

秩
父
別
支
所
燃
料
課
燃
料
係
（
沼

田
支
所
燃
料
課
長
）（
常
勤
嘱
託

か
ら
年
雇
用
へ
）

□
雇
用
形
態
変
更
　
準
職
員

〈
四
月
一
日
付
〉

　

川
原　

信
弘

施
設
事
業
部
農
機
車
輌
課
農
機

車
輌
係
（
常
勤
嘱
託
か
ら
年
雇
用

へ
）

□
異
動
　
準
職
員
〈
四
月
一
日
付
〉

　

栗
栖　

規
子

秩
父
別
支
所
生
産
資
材
課
生
産

資
材
係
（
秩
父
別
支
所
燃
料
課
燃

料
係
）

□
退
職
〈
四
月
八
日
付
〉

　

横
山　

紅
亜

（
妹
背
牛
支
所
営
農
推
進
課
営
農

推
進
係
）

　

北
海
道
農
協
職
員
資
格
認
定
試
験
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
か
ら
の
合
格

者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
上
級
】（
令
和
二
年
十
二
月
十
八
日
付
）

　
　

妹
背
牛
支
所
米
穀
農
産
課

下
保　

志
織

【
中
級
】（
令
和
二
年
十
二
月
十
八
日
付
）

　
　

秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

裕
大

【
初
級
】（
令
和
二
年
十
一
月
十
六
日
付
）

　
　

米
穀
農
産
事
業
部
米
穀
農
産
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
登　

琢
麻

　
　

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　
　

葵

　
　

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田　

美
祐

　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
澤　

未
羽

　
　

　

今
回
取
得
し
た
資
格
を
十
分
に
活
か

し
、
今
後
よ
り
一
層
職
務
に
励
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

北
海
道
農
協
職
員 

資
格
認
定
試
験
合
格
者
発
表

中級に合格された井上職員 上級に合格された下保職員

左から、初級に合格された小澤職員、長屋職員、成田職員、能登職員
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令和3年5月1日現在

考
査
役〈
課
長
待
遇
〉

審
査
役〈
副
本
部
長
待
遇
〉

考
査
役〈
課
長
待
遇
〉

考
査
役〈
課
長
待
遇
〉

紺
野

　浩
治

藤
村
部
長
兼
務

▲
造
田

　晃
之

齋
藤

　昌
弥

佐
々
木
大
空

髙
橋

　真
歩

岩
下

　直
樹

浅
田

　優
奈

菅
原

　秀
太

能
登

　琢
麻

岩
谷

　
　陸

中
西

　祥
絵

●
内
海

　友
希

河
嶋

　
　学

小
本

　拓
巳

係
長

●
川
原

　信
弘

村
上

　貴
人

辻

　
　公
彦

課
長
補
佐
兼
務

金
子

　績
士

清
野

　和
王

岡
部

　大
地

遠
藤

　祐
介

福
原

　博
志

藤
原

　由
子

野
原
部
長
兼
務

次
長

　鬼
頭

　
　広

次
長

　毛
利

　隆
仁

次
長

　六
田

　
　学

東

　奈
々
美

●
小
竹

　真
二

係
長

課
長
補
佐

中
島

　太
一

●
稲
葉

　浩
一

加
賀
美
課
長
兼
務

123名

2名

2名

38名

165名

稲
葉

　健
斗

井
原

　久
尚

小
野

　貴
文

中
西

　勇
人

今
井

　信
一

小
野
係
長
兼
務

下
地
美
也
子
兼
務

吉
光

　直
美
兼
務

蓑
口

　健
吾

●
遠
藤

　
　優

●
新
見

　隆
晴

●
小
西

　栄
次

●
山
田

　
　巧

●
笹
木

　義
伸

▲
白
峰

　盛
富

●
鈴
木

　久
昭

●
鈴
木

　由
佳

●
谷
口
亜
由
美

●
成
田

　麻
衣

遠
藤

　綾
人

●
姫
路

　幸
弘

●
石
井

　里
枝

●
十
亀
美
保
子

●
黒
田
富
士
子

小
嶋

　海
斗

●
村
田

　織
恵

長
谷
有
里
子

成
田

　美
祐

梨
木
英
理
香

宮
島

　絵
里

小
澤

　未
羽

珍
田
ま
る
美

坂
井

　裕
紀

原
井
美
優
里

村
井

　優
太

丹
羽

　克
致

松
井

　珠
藍

奥
谷

　颯
紀

渡
邊

　雄
大

高
野

　尚
人

瀬
川

　貴
之

荒
木

　真
人

貯
金
係
長

共
済
係
長

貯
金
係
長

共
済
係
長
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123名

2名

2名

38名

165名

稲
葉

　健
斗

井
原

　久
尚

小
野

　貴
文

中
西

　勇
人

今
井

　信
一

小
野
係
長
兼
務

下
地
美
也
子
兼
務

吉
光

　直
美
兼
務

蓑
口

　健
吾

●
遠
藤

　
　優

●
新
見

　隆
晴

●
小
西

　栄
次

●
山
田

　
　巧

●
笹
木

　義
伸

▲
白
峰

　盛
富

●
鈴
木

　久
昭

●
鈴
木

　由
佳

●
谷
口
亜
由
美

●
成
田

　麻
衣

遠
藤

　綾
人

●
姫
路

　幸
弘

●
石
井

　里
枝

●
十
亀
美
保
子

●
黒
田
富
士
子

小
嶋

　海
斗

●
村
田

　織
恵

長
谷
有
里
子

成
田

　美
祐

梨
木
英
理
香

宮
島

　絵
里

小
澤

　未
羽

珍
田
ま
る
美

坂
井

　裕
紀

原
井
美
優
里

村
井

　優
太

丹
羽

　克
致

松
井

　珠
藍

奥
谷

　颯
紀

渡
邊

　雄
大

高
野

　尚
人

瀬
川

　貴
之

荒
木

　真
人

貯
金
係
長

共
済
係
長

貯
金
係
長

共
済
係
長
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新
緑
の
候
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
組
合

員
、
役
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
普
及
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
の
人

事
異
動
に
よ
り
四
月
一
日
に
当
支
所
に

着
任
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
空

知
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

  

北
海
道
は
本
年
三
月
、
多
様
な
担
い

手
と
人
材
が
輝
く
力
強
い
農
業
・
農
村

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
「
第
六
期
北
海
道

農
業
・
農
村
振
興
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本

計
画
で
示
さ
れ
た
、
①
持
続
可
能
で
生

産
性
が
高
い
農
業
・
農
村
の
確
立
、
②

国
内
外
の
需
要
を
取
り
込
む
農
業
・
農

村
の
確
立
、
③
多
様
な
人
材
が
活
躍
す

る
農
業
・
農
村
の
確
立
、
④
道
民
の
理

解
に
支
え
ら
れ
る
農
業
・
農
村
の
確
立

を
柱
と
し
て
、
本
年
四
月
に
新
た
な
五

カ
年
の
普
及
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

  

当
地
域
は
水
稲
を
中
心
に
小
麦
、
大

豆
等
に
よ
る
水
田
農
業
を
主
体
と
し
、

野
菜
、
花
き
な
ど
の
園
芸
作
物
を
導
入

し
た
複
合
経
営
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
齢
化
や
新
規
就
農
者
の
減

少
に
よ
り
農
業
経
営
体
や
農
業
就
業
人

口
が
急
速
に
減
少
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

国
内
消
費
動
向
や
国
際
情
勢
の
変
化
に

伴
い
農
畜
産
物
価
格
や
需
給
見
通
し
が

不
安
定
と
な
り
将
来
も
見
据
え
た
対
応

が
迫
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は

地
域
農
業
の
現
状
や
問
題
点
を
分
析

し
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
地
域
農

業
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
活
動
し

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

  

農
作
業
が
本
格
化
し
、
忙
し
い
時
期

で
す
が
、
農
業
機
械
類
、
施
設
、
自
宅

敷
地
や
ほ
場
出
入
り
口
等
を
点
検
・
整

備
し
、
農
作
業
事
故
や
火
災
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
十
分
に
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。

令
和
三
年
度
　
四
月
一
日
付

【
転
　
入
】

田
川
　
洋
一

　

支
所
長

　
（
石
狩
本
所
）

須
佐
　
　
直

　

地
域
第
三
係
長

　
（
上
川
士
別
支
所
）

小
森
　
基
文

　

主
査
（
園
芸
）

　
（
網
走
本
所
）

竜
滝
　
　
剛

　

専
門
普
及
指
導
員

　
（
農
業
大
学
校
）

五
十
嵐
強
志

　

専
門
普
及
指
導
員

　
（
釧
路
本
所
）

北
川
　
房
憲

　

専
門
普
及
指
導
員

　
（
新
規
採
用
）

太
田
陽
一
郎

　

普
及
指
導
員

　
（
十
勝
北
部
支
所
）

長
田
　
隼
一

　

専
門
普
及
職
員

　
（
新
規
採
用
）

【
転
　
出
】

五
十
嵐
正
彦

　

支
所
長

　

定
年
退
職

南
　
　
　
忠

　

地
域
第
二
係
長

　

上
川
富
良
野
支
所

大
平
　
純
一

　

主
査
（
花
き
）

　

後
志
本
所

工
藤
　
隆
俊

　

専
門
主
任

　

定
年
退
職

岩
谷
　
伸
子

　

専
門
主
任

　

定
年
退
職

木
村
　
高
広

　

専
門
主
任

　

上
川
富
良
野
支
所

田
中
　
理
恵

　

専
門
主
任

　

留
萌
本
所

高
橋
　
義
之

　

専
門
主
任

　

十
勝
東
北
部
支
所

立
浪
　
直
剛

　

普
及
指
導
員

　

上
川
士
別
支
所

空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
北
空
知
支
所  

人
事
異
動

着
任
の
ご
挨
拶

空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

北
空
知
支
所
　
支
所
長

田
　
川
　
洋
　
一
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区　　分 担当地区 担当者（専門項目）

地　
　
　

域　
　
　

班

第一係 深 川 市 若宮　貞人　係長（野菜）
吉田　典生　主査（野菜）
酒井　紀彰　専主（水稲）
結城　津子　専主（野菜）
鴨下　孝子　専普（花き・野菜）
北川　房憲　専普（畑作）
内野　　綾　普指（畑作）

第二係 妹 背 牛 町
秩 父 別 町
沼 田 町

大沼千佐子　係長（水稲・経営管理）
重盛　　隆　主査（水稲）
志和　一也　専主（野菜・花き）
生駒　幸樹　専主（水稲）
竜滝　　剛　専普（畑作）
五十嵐強志　専普（畑作）
太田陽一郎　普指（野菜）

第三係 雨 竜 町
北 竜 町

須佐　　直　係長（水稲）
松浦　大地　主査（畑作）
池田祐規子　専主（野菜・果樹）
村井　　翼　専普（畑作）
長田　隼一　専職

田
川
洋
一
支
所
長 

（水稲）

区　　分 担当地区 責　任　者

広　
　
　

域　
　
　

班

広域専門
（畑作）

北空知支所管内
中空知支所管内 松浦　大地　主査（地域班兼務）

広域専門
（果樹）

北空知支所管内
中空知支所管内 桂川　　聡　主査

広域専門
（園芸）

北空知支所管内
中空知支所管内 小森　基文　主査

広域専門
（畜産）

北空知支所管内
中空知支所管内 林　　　悟　主査

※専主：専門主任
　専普：専門普及指導員
　普指：普及指導員
　専職：専門普及職員

令和３年度
空知農業改良普及センター北空知支所 活動体制

（職員数23名）
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ＪＡ北いぶき

本　　　所　共　済　課　0164-33-2011

妹背牛支所　貯金共済課　0164-32-2451

沼 田 支 所　貯金共済課　0164-35-2221
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本　　　所　共　済　課　0164-33-2011
妹背牛支所　貯金共済課　0164-32-2451
沼 田 支 所　貯金共済課　0164-35-2221

ＪＡ北いぶき
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28

令
和
3年
5
月
25
日

発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/

３月４日のミニトマトの
播種を皮切りに、
生産者さん圃場への

移植へ向け秩父別育苗施設が
令和３年度の
稼働を始めました

５月11日から14日にかけ、
各地区にて令和３年産米の

出荷契約説明会が開催されました

４月28日沼田地区、
５月６日秩父別地区、
５月７日妹背牛地区にて

第２回現地研修会を開催しました
（写真は秩父別地区）
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